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R03a ALMAによる渦巻銀河M33の巨大分子雲の高分解能観測 (5)：106M⊙に及ぶ
巨大分子雲の性質とその進化
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質量が 106M⊙を超える巨大分子雲 (GMC)は、大規模な星団形成の現場になることが多く、その進化や性質を
探ることは銀河進化を紐解く鍵となりうる。我々は渦巻銀河M33 (D ∼840 kpc)における星形成活動の異なる 3
つのGMCに注目し、ALMAにより CO輝線等の観測を空間分解能∼1 pcで行った。我々はこれまで、(1)巨大
H ii領域NGC 604に付随するGMCが大規模なH iガスフローで形成されたと考えられるシェル構造などを持つ
こと、(2)渦状腕に沿って&50 pcの長さを持つフィラメント分子雲が存在するGMC-16、(3)これら 2天体より星
形成が不活発なGMC-8は特徴的な内部構造を持たず 13CO, C18O等でトレースされる高密度ガスの割合が相対
的に低いこと、などを報告してきた (近藤他, 村岡他, 徳田他 2019年秋季年会)。これら 3天体の 12COの線幅に
注目すると、GMC-8の典型的な線幅は∼11 km s−1と他 2天体 (∼7 km s−1)に比べて有意に広く、13COは 12CO
の線幅が∼6 km s−1以下と比較的狭い場所で検出される傾向にあった。このことからGMC-8では大局的には乱
流が卓越しているが、局所的に乱流が弱まった場所で比較的密度の高いガスが形成されていると考えられる。こ
れらを総合し、GMC-8のような大質量GMCを分子雲の構造形成および巨大星団形成の初期状態と仮定すると、
こうしたGMCは渦状腕の通過や H iガスの衝突等により高密度ガス形成が効率的に進み、GMC-16で見られた
大規模なフィラメントやNGC 604のような巨大星団形成領域へと進化しうると考えられる。


